
質
問
一

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

の
取
得
状
況
と
医
療
機
関
へ
の
受
診
状

況
は
。

二

精
神
疾
患
に
よ
る
生
活
保
護
申
請

の
状
況
及
び
受
給
後
の
自
立
す
る
た
め

の
支
援
策
に
つ
い
て
。

三

自
殺
予
防
の
対
策
に
つ
い
て
。

四

相
談
体
制
と
社
会
復
帰
の
た
め
の

対
策
に
つ
い
て
。

答
弁
一
（
市
長
）

平
成
２３
年
４
月
１

日
現
在
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
は
２
４
７
人
。

障
害
者
自
立
支
援
法
が
施
行
さ
れ
て
か

ら
５
年
間
で
１
・
８
倍
に
な
っ
た
。
自

立
支
援
医
療
の
支
給
認
定
を
受
け
て
い

る
人
が
５
９
４
人
で
あ
る
。

二

生
活
保
護
受
給
者
の
内
、
精
神
疾

患
を
要
因
と
す
る
人
は
８
月
現
在
で
全

体
の
１２
・
７
㌫
で
、
増
加
の
傾
向
。
社

会
的
自
立
を
図
る
た
め
、
職
業
能
力
、

適
性
に
応
じ
た
就
労
支
援
を
進
め
る
。

三

専
門
医
に
よ
る
「
こ
こ
ろ
の
相

談
」
等
で
対
応
し
て
い
る
。

四

１４
年
度
か
ら
ソ
ー
シ
ャ
ル
ク
ラ
ブ

を
実
施
し
て
お
り
、
社
会
生
活
に
求
め

ら
れ
る
知
識
や
技
能
の
習
得
に
つ
な
が

っ
て
い
る
。

市
民
団
体
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

精
神
障
が
い
の
あ
る
人
の
社
会
参
加
に

つ
な
が
る
よ
う
努
め
て
い
る
。

◎
そ
の
他
の
質
問

東
日
本
大
震
災
の

人
的
支
援

子
ど
も
た
ち
の
被
ば
く
量
を
可
能
な

限
り
減
ら
す
よ
う
に
市
は
、
で
き
得
る

施
策
を
実
行
す
べ
き
。

質
問
一

給
食
専
用
の
測
定
器
を
購
入

し
、
測
定
結
果
の
公
表
を
。

二

学
校
や
保
育
園
等
の
測
定
を
。

三

学
校
や
幼
稚
園
な
ど
で
放
射
能
か

ら
子
ど
も
を
守
る
研
修
を
。

四

商
店
や
ス
ー
パ
ー
等
の
食
品
に
放

射
能
検
査
済
み
の
表
示
を
。

五

原
子
力
発
電
の
廃
止
と
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
へ
の
転
換
に
つ
い
て
。

答
弁
一
（
教
育
委
員
長
）

主
な
食
材

の
産
地
や
産
地
で
の
調
査
結
果
の
確
認

と
公
開
を
で
き
る
だ
け
行
っ
て
お
り
、

測
定
器
購
入
の
予
定
は
な
い
。

二
（
市
長
）

大
気
中
の
放
射
線
量
は
、

既
に
学
校
、
保
育
所
等
２７
か
所
、
放
射

性
物
質
の
検
査
は
、
砂
場
３８
か
所
、
学

校
プ
ー
ル
で
実
施
し
た
。
大
気
中
の
放

射
線
量
は
、
今
後
も
継
続
し
て
測
定
す

る
予
定
。

三

保
育
園
、
幼
稚
園
で
は
保
護
者
へ

の
研
修
を
実
施
。
各
学
校
で
は
国
の
副

読
本
を
活
用
し
研
修
を
す
る
。

四

市
が
検
査
し
て
の
実
施
は
困
難
。

五

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し

た
発
電
へ
の
誘
導
や
投
資
も
今
後
必
要

と
考
え
る
。

◎
そ
の
他
の
質
問

農
業
大
学
校
跡
地

等
の
圏
央
鶴
ヶ
島
イ
ン
タ
ー
周
辺
開
発

は
中
止
を

大気中の放射線量の測定

精
神
障
が
い
者
へ
の
取
り
組
み

社
会
参
加
に
つ
な
が
る
よ
う
努
め
る

持
田

敏
明

議
員

松村 和子 議員

放射能から市民を守る対策を

給食専用の測定器は購入せず

鶴ヶ島市障害者プラン

つるがしま市議会だより第１５６号 〔８〕


